
自
分
の
こ
こ
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不
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疲
れ
に
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付
い
て
い
ま
す
か
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こ
こ
ろ
の
不
調
や
疲
れ
た
時

に
は
﹁
う
つ
状
態
﹂
が
現
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
知

り
、
早
く
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

☆
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
☆

自
分
の
こ
こ
ろ
が
不
調
な
時
の

サ
イ
ン
を
知
ろ
う

例
え
ば
・
・
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、

酒
や
た
ば
こ
が
増
す
、
寝
不
足
、

買
い
物
に
走
る
、
ミ
ス
が
増
え
る
、

人
間
関
係
に
過
敏
に
な
る
な
ど

サ
イ
ン
を
早
め
に
受
け
止
め
、

自
分
で
で
き
る
気
分
転
換
や
リ
ラ

ッ
ク
ス
を
し
よ
う

例
え
ば
・
・
・
散
歩
、
話
す
、

よ
く
寝
る
、
親
し
い
人
と
会
う
、

休
む
、
肯
定
的
に
考
え
て
み
る
、

無
理
し
な
い
、
温
泉
に
入
る
、
読

書
な
ど

お
酒
へ
の
依
存
は
、
う
つ
病
の

悪
化
や
自
殺
と
関
連
す
る
と
言
わ

れ
て
い
て
、
注
意
が
必
要
で
す
。

不
調
が
続
く
時
は
、
一
人
で
抱

え
ず
早
め
の
相
談
や
受
診
、
治
療

が
効
果
的
で
す
。
保
健
師
の
訪
問

や
同
行
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
精
神
疾
患
へ
の
医
療
費

助
成
事
業
や
相
談
機
関
等
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
的
に
昨
年
の
自
殺
者
数
は

３
万
人
を
割
っ
て
減
少
し
、
県
全

体
で
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
昨
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
げ
ん
き
と
と

も
に
、
自
殺
対
策
事
業
﹁
生
ぎ
ろ

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
継
続
実
施

し
て
い
ま
す
。
11
月
に
は
自
殺
防

止
講
座
を
実
施
予
定
で
す
。

詳
細
は
後
日
、
チ
ラ
シ
配
布
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
は
﹁
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
﹂

自
分
の
こ
こ
ろ
の
不
調
や
疲
れ
に
気
付
い
て
い
ま
す
か

３歳児健診で、むし歯が１本もなかった子ども

たちに「ぴっかぴっか賞」が贈られました。

（順不同・敬称略）

【６月21日実施】

小池 結人（下関） 横山 廉（打上）

渡邉 笑里（高田） 近 美翔（高田）

橋 玲那（金俣） 近 梨里菜（上関）

むし歯ゼロの子に
ピッカピッカ賞！

ゆい と

えみ り み う

り り な
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鼻
づ
ま
り
は
薬
物
で
は
治
り
ま

せ
ん
。
鼻
み
ず
合
併
時
に
は
鼻
吸

引
が
最
も
有
効
で
す
。

 

鼻
み
ず
・
鼻
づ
ま
り
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
症
状
で
す
が
、
特
に
生
後
３
か

月
ま
で
は
、
鼻
呼
吸
が
主
で
口
呼

吸
は
で
き
な
い
の
で
、
鼻
づ
ま
り

だ
け
で
も
呼
吸
困
難
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

 
鼻
み
ず
は
自
律
神
経
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
風

呂
に
入
っ
て
温
ま
る
と
少
な
く
な

り
ま
す
し
、
夜
寝
る
時
は
副
交
感

神
経
が
優
位
に
な
っ
て
多
く
な
り

ま
す
。

︻
治
療
法
︼

①
物
理
的
に
鼻
み
ず
を
除
去
す
る

 

こ
れ
は
お
家
で
で
き
ま
す
。
市

販
さ
れ
て
い
る
種
々
の
吸
引
装
置

を
用
い
て
吸
い
取
り
ま
す
。

 

重
曹
５
g
・
食
塩
20
g
・
蒸
留

水
5
0
0
ml
で
作
成
し
た
食
塩
水

を
点
鼻
し
て
流
し
て
、
そ
の
後
に

で
き
る
限
り
吸
引
す
る
方
法
︵
鼻

洗
浄
︶
は
有
効
で
す
。

 

後
者
を
す
す
め
る
先
生
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

②
薬
物
を
用
い
て
減
ら
す

 

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
が
鼻
み
ず
を

減
ら
す
と
し
て
処
方
さ
れ
る
先
生

も
い
ま
す
が
、
改
善
は
乏
し
い
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
痙
攣
を
起

こ
し
や
す
く
す
る
、
分
泌
物
が
粘

ち
ょ
う
に
な
り
、
中
耳
炎
や
痰
の

切
れ
も
遅
く
な
る
の
で
症
状
が
長

引
く
な
ど
の
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
に
は
き
わ
め
て
慎
重
で
あ

り
た
い
薬
で
す
。

 

鼻
づ
ま
り
用
の
点
鼻
薬
︵
血
管

収
縮
剤
︶
に
つ
い
て
も
痙
攣
･
呼

吸
抑
制
･
心
臓
へ
の
副
作
用
が
あ

り
乳
幼
児
で
は
や
は
り
慎
重
さ
が

必
要
で
す
。

 

鼻
水
が
色
づ
く
の
は
細
菌
感
染

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
抗

生
剤
は
必
要
最
低
限
に
し
か
処
方

さ
れ
ま
せ
ん
。
安
全
性
を
優
先
し

た
治
療
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

 

２
歳
以
下
の
子
ど
も
で
、
反
復

し
て
中
耳
炎
を
起
こ
す
な
ら
、
お

家
で
の
予
防
・
対
処
法
は
な
ん
と

言
っ
て
も
鼻
を
清
潔
に
保
つ
こ
と

で
す
。
先
に
述
べ
た
鼻
洗
浄
を
朝

晩
１
回
ず
つ
す
る
と
、
反
復
す
る

中
耳
炎
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

☎
６
２
︱
３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

 104

救急医療体制は、傷病者の症状に応じて

❶ 初期（比較的軽症な患者の診療：かかりつけ医、休日夜間急患センターなど）

❷ 第二次（手術・入院を要する患者の診療：病院群輪番制病院、救急病院など）

❸ 第三次（24時間体制による重篤救急患者の診療：救命救急センターなど）

 に区分し対応していますので、適切な医療機関を受診しましょう。

【診療所・病院の上手な利用のポイント】

◇何でも相談できる「かかりつけ医（ホームドクター）」を持ちましょう

まずは、かかりつけ医に相談し、適切な医療機関を受診しましょう。他の診療科や総合病院で

の受診が必要であれば、かかりつけ医に紹介してもらえます。

◇できるだけ昼間に受診しましょう

昼間の診療時間内には、医師だけでなく看護師、検査技師、薬剤師など多くの医療スタッフが

揃っているので、検査、投薬などもスムーズに受けられます。

詳しくは、県医務薬事課（TEL 025−280−5183）まで

9月9日は「救急の日」です
診療所・病院を上手に利用しましょう
9月9日は「救急の日」です
診療所・病院を上手に利用しましょう


